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平成9年度関西大学博物館実習
近年、文化財への関心の高まりと資格取得ブームの影響を受けて、博物館実習の受講を希望す
る学生数が受講定員を大幅に上回る状況が続いた。そのため今年度は、 より多くの受講希望者を
受け入れられるよう博物館実習の定員増や施設の改善等の措置を行った。結果、受講希望者のう
ち博物館実習受講要件を満たす者は全員受講させることができた。
しかしながら、実習内容をより専門化するために行っている歴史・美術・文書の3コース制に
ついては、各コースの人数に極端な偏りが生じて問題を残した。このコー:ス制は、受講生が自ら
の専門分野と将来の進路を考慮して選択することになっており、本学博物館実習の特色の一つで
もあるが、 1コースの人数が一定以上では授業が成り立たないため、調整せざるを得なかった。
希望のコースを選択できない受講生を多数生じさせることは、学究意欲を失わせる恐れがあると
同時に不本意な受講生を受け入れるコースの学生にも影響を与えかねないため、慎重な対応が必
要である。
平成9年度博物館実習受講生数は次のとおりである。
本年度博物館実習のカリキュラムは、概ね昨年度と同様であるが、後掲「平成9年度関西大学
博物館実習日程」のとおり、非常に充実した内容である。各コースとも「資料の基礎的な取扱」
「?????????
－1－
第
1
部
歴史コース
美術コース
文書コース
30名
18名
16名
???
歴史コース
美術コース
合 計
16名
14名
94名
から「資料の梱包｣、 「資料の調書の取り方」へと段階的に実践してゆく学内実習に並行して、月
に一度、 日曜日を利用して近畿圏の博物館・美術館施設等で見学実習を実施した。夏季休業中に
は4日間の館務実習と東京を中心とした宿泊実習を実施し、学芸業務全般についての基本的知識
習得の総括とした。後期からは、展覧会開催へ向けての具体的な作業について実習し、 11月下旬
には本博物館第2展示室において「博物館実習展」を開催した。「博物館実習展」は、習得した学
芸業務の知識と経験を基に受講生が企画し、展示する博物館実習の集大成としての行事である。
平成9年度博物館実習担当者は次表のとおり文化財に関する専門家や学芸員として最先端で活躍
中の先生方である。
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■
。
■
■
一
一
一
－
4
■
■
一
一
■
－
－
－
1
■
■
－
－
1
■
■
－
1
■
■
一
■
一
一
I
■
■
ー
I
■
■
一
一
一
一
一
＝
一
一
一
q
■
■
一
一
q
■
■
1
■
■
q
■
■
一
阜
一
－
－
1
■
■
I
■
■
ー
一
一
一
一
1
0
／
木
補
講
日
画
q
■
■
－
－
1
■
■
1
■
■
一
一
一
q
■
■
q
■
■
■
一
一
ｰ
一
一
一
一
一
一
ー
■
■
ー
■
■
■
ー
q
■
■
一
一
q
■
■
一
一
一
心
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
芝
村
I
展
示
実
習
に
お
け
る
企
画
・
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
'
展
示
技
術
･
目
録
作
製
の
博
物
館
実
習
室
基
礎
(
1
3
:
0
0
～
1
4
:
3
0
)
1
1
／
金
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
■
■
ー
q
■
■
－
1
■
■
I
■
■
1
■
■
。
■
■
I
■
■
q
■
■
Ⅱ
■
■
?
?
?
??
?
?
?
n
芝
村
’1
■
■
1
■
■
q
■
■
1
■
■
1
■
■
。
■
■
－
1
■
■
一
q
■
■
q
■
■
■
■
■
一
一
一
一
q
■
■
一
一
q
■
■
－
－
1
■
■
－
q
■
■
－
■
■
■
(
第
1
学
舎
1
号
館
A
1
0
7
教
室
）
文
書
資
料
の
取
扱
い
の
基
礎
と
方
法
及
び
調
書
の
取
り
方
(
時
間
1
4
:
4
0
～
1
7
:
5
0
)
U
勝
部
・
西
川
’
1
■
一
一
一
W
■
■
一
一
1
■
■｡
■
■
1
■
■
一 0
考
古
･
美
術
･
民
俗
資
料
取
扱
い
・
普
及
教
西
宮
市
資
料
館
育
・
写
真
技
術
他
q
高
橋
・
宮
崎
｜
■
■
q
■
■
q
■
■
q
■
■
一
一
一
一
一
一
一
0
奈
良
県
立
美
術
館
・
博
物
館
展
示
室
他
美
術
工
芸
取
扱
い
．
展
示
方
法
・
調
書
ロ
芝
村
・
田
中
｜
■
D
－
－
－
－
q
■
■
一
一
一
q
■
■q
■
■ I
大
阪
府
立
公
文
書
館
・
大
阪
市
史
編
纂
所
他
文
書
資
料
取
扱
い
．
展
示
方
法
・
調
書
2
2
／
火
1
2
5
／
金
ﾛ
山
口
11
‐
一
一
一
一
一
－
－
－
－
－
歴
史
・
考
古
資
料
取
扱
い
・
展
示
方
法
。
博
物
館
実
習
室
調
書
他
角
田
???
美
術
・
民
俗
資
料
取
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
1
扱
い
・
展
示
方
法
。
博
物
館
展
示
室
調
書
他
宿
泊
研
修
7
/
2
8
1
高
橋
(
山
口
）
I
（
別
紙
1
+
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
!
1
泊
2
日
）
7
/
2
9
｜
奈
良
･
天
理
市
博
物
館
施
設 7
/
3
0
1
網
干
(
横
山
)
I
（
別
紙
7>311剛蒼藪芳面念羅織
W
U
8
/
2
9
1
田
中
(
道
前
)
I
（
別
紙
l
l
-
-
-
-
-
-
-
-
-
1
1
泊
2
日
）
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6
1
8
/
2
9
0
井
溪
・
角
田
｜
■
■
1
■
■
Ⅱ
■
■
1
■
■
q
■
■
ー
q
■
■
■
■
■
4
■
■
q
■
■
。
■
■ 0 (
別
紙
2
泊
3
日
）
瀬
戸
内
海
航
路
津
上
実
習
9
??
?
〜
?
??26
／
金
?
?
?
??
?
?
?
網
干
・
高
橋
・
芝
村
・
角
田
・
文
珠
(
山
口
）
東
京
都
下
博
物
館
施
設
（
別
紙
2
泊
3
日
）
東
京
国
立
博
物
館
他
1
3
館
網
干
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
‘
ﾛ
．
‘
.
．
一
一
‘
.
、
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
.
.
．‘.
．
一
一
一
一
＝
.‘
－
－
－
」
第
1
学
舎
1
号
館
A
1
0
7
教
室
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
び
図
録
編
集
2
7
／
士
ロ
網
干
1
1
■
ロ
q
■
■
1
■
■
q
■
■
1
■
■
q
■
■
q
■
■
■
■
■
－
－
1
■
■
第
2
学
舎
C
3
0
1
教
室
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
び
図
録
編
集
lLOl
第
1
部
日
歴
史
美
術
文
書
第
2
部
日
歴
史
美
術
9
⑳
／
日
守
鉄
川
I
自
然
科
学
資
料
取
扱
・
展
示
方
法
C
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
－
1
■
■
q
■
■
ー
d
■
■
8
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
（
時
間
1
3
：
0
0
～
1
7
:
0
0
)
⑳
／
日
■
角
田
I
自
然
科
学
資
料
取
扱
・
展
示
方
法
’
○
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
海
遊
館
（
時
間
1
3
:
0
0
～
1
7
:
0
0
)
1
0
3
／
金
⑩
／
金
1
1
／
土
1
7
／
金
2
4
／
金
⑳
／
日
3
1
／
金
g
勝
部
I0
■
■
－
1
■
■
。
■
■
q
■
■
q
■
■
q
■
■
q
■
■
■
■
■
■
■
■
1
■
■
q
■
■
ー
q
■
■
q
■
■
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■
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ー
ー
一
一
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q
■
■
Ⅱ
■
■
I
■
■
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一
一
I
■
■
q
■
■
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第
1
学
舎
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号
館
A
1
0
7
教
室
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版
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印
刷
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q
■
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q
■
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q
■
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■
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■
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口
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■
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第
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学
舎
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3
0
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教
室
企
画
・
出
版
印
刷
西
■
一
q
■
■
1
■
■
一
川
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出
版
印
刷
工
程
ナ
ニ
ワ
印
刷
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1
3
：
0
0
～
1
7
:
0
0
)
勝
部
?????
I
ー
一
一
一
一
一
一
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出
版
印
刷
工
程
便
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1
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0
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土
角
田
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実
習
に
お
け
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企
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博
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博
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習
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習
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・
展
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博
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■
一
一
■
■
■ 西
川
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宮
崎
・
田
中
実
習
展
実
施
計
画
及
び
諸
作
業
博
物
館
実
習
室
・
博
物
館
展
示
室
・
古
文
書
実
習
室
展
示
実
習
準
備
2
5
／
土
U
井
溪
I
実
習
展
実
施
計
画
及
び
諸
作
業
I
‐
一
一
一
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一
－
－
4
■
■
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博
物
館
実
習
室
展
示
実
習
準
備
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1
部
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ｰ
ｰ
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整
理
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、
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第
1
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舎
1
号
館
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1
0
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教
室
自
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資
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の
整
理
保
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2
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／
土
鉄
川
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l
寺
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
第
2
学
舎
C
3
0
1
教
室
自
然
科
学
資
料
の
整
理
保
存
U
勝
部
1
－
．
－
‘
－
1
－
－
－
－
－
．
－
1
－
，
=
1 資
料
取
り
扱
い
、
観
賞
佃
一
茶
庵
(
1
3
:
0
0
～
1
7
:
0
0
)
宮
崎
i
資
料
取
り
扱
い
、
観
賞
.
－
．
.
、
一
一
一
一
一
一
一
一
0
宮
田
宗
秀
裏
千
家
（
時
間
1
3
:
0
0
～
1
7
:
0
0
)
⑳
／
日
口
井
溪
I
0
－
－
－
1
■
■
－
－
－
－
1
■
■
q
■
■
1
■
■
堺
市
博
物
館
茶
室
、
表
具
店
資
料
取
り
扱
い
、
観
賞
※
上
記
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
日
程
以
外
に
「
特
別
展
」
な
ど
の
見
学
実
習
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
｜④’
【
実
習
上
の
諸
注
意
】
･
実
習
に
関
す
る
全
て
の
連
絡
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て
行
う
の
で
、
十
分
注
意
し
て
提
示
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
尚
、
緊
急
の
場
合
は
各
班
長
を
通
じ
て
行
う
。
ま
た
土
・
日
曜
日
の
実
習
・
見
学
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
授
業
中
に
て
周
知
す
る
の
で
注
意
の
こ
と
。
･
夏
休
み
期
間
中
の
実
習
日
程
を
1
部
受
講
生
－
7
月
4
日
(
金
)
、
2
部
受
講
生
－
7
月
5
日
(
土
)
に
説
明
す
る
の
で
、
当
日
は
全
員
出
席
の
こ
と
。
･
期
間
中
、
教
育
実
習
に
参
加
す
る
学
生
は
欠
席
届
を
実
習
簿
に
添
付
し
提
出
の
こ
と
。
尚
、
実
習
簿
は
実
習
終
了
後
提
出
す
る
こ
と
。
採
点
の
参
考
資
料
と
し
た
後
、
各
自
へ
返
却
す
る
。
･
見
学
は
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
時
間
厳
守
で
集
合
の
こ
と
。
何
ら
か
の
理
由
で
遅
刻
し
た
場
合
は
、
各
自
に
お
い
て
入
館
料
（
有
料
の
場
合
）
を
支
払
い
実
習
へ
合
流
の
こ
と
。
･
館
内
に
お
い
て
は
館
則
を
守
り
、
学
生
と
し
て
の
品
位
と
自
覚
が
必
要
。
･
館
内
に
お
い
て
は
、
万
年
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
い
こ
と
。
鉛
筆
の
み
可
能
。
･
実
習
見
学
が
終
了
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
見
学
館
に
は
、
そ
の
日
の
担
当
者
が
後
日
礼
状
を
出
す
こ
と
。
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関西大学博物館実習展示会
1997年11月17日（月）～21日（金）
10時～16時
関西大学博物館第2展示室（簡文館内）
TelO6-368-1171
日時
場所
お金にまつわるエトセトラ～その歴史～ ，部歴史コースAグループ－
お金。普段私達が生きていく上で，時には何げなく，時には思い切って使うこのお金という代物
には， どのような歴史や目的，背景があるのでしょうか。
私達は今回の展示実習で，お金に対して若干の考察を試みることにしました。
主に日本のものについて，その歴史を簡単にとらえ，特に明治期以降のお金の変遷に注目して，
それらにまつわる諸事情や社会背景を考えられるような展示にしたいと思っています。
医薬品の歴史 ’部歴史コースBグループ－
現在，医学がおおいに発達し，医薬品も多種多様なものがでまわっているが，過去，病気やけが
をなおすためにどのようなものが使用されたのか。また，越中富山の薬売りの実態鰊正露丸”が
癒征露丸濁であった日露戦争近辺の民衆と薬の関係など，医薬品の発達，普及とともに，民衆と
薬とのかかわりなどについての展示を行う。
商標・キャラクター(マスコット)の意味 ’部美術コース
常日頃良〈見かける商標やマスコットだが，それらはどんな意味を持ってつけられたのかという
ことはあまり知られていない。それらを調べたい。
また，動物をモチーフにしたもの等’商標の系列意味なども探っていきたい。
近代日本と博覧会 ’部文書コース
明治の日本国内の博覧会は，西洋技術導入の成果を国民に披露し，産業化を推進させる事を目的
としていた。また，観客側は展示が描く未来像に胸踊らせていた。未来への夢は高度経済成長下
のEXPO'70,花と緑の博覧会も人々の要求に叶うものであったが，環境と産業の調整が唱えられ
る今，博覧会が提示した夢は変わる必要力ぎある。今展示ではこの問題を踏まえ，来館者へ愛知万
博への関心を持って頂ければと思う。
タバコの時代ごとの主力商品とPR法 2部歴史コース
タバコのネーミングやキャッチコピーはそれぞれの時代の流れを反映していると考えられます。
それらの中でも，我々が最も重要だと考える時代一戦中の軍国主義時代と戦後の高度成長期一の
タバコそのものやポスター,新聞,CMなどを展示をして，その時代がどんな時代であったかを考
えてみたいと思っています。加えて，現在のタバコの規制やCM打ち切りなどの流れから次がど
んな時代か考えさせるような展示にしたいと思います。
展示会のパンフレットから～美術へのいざない～2部美術コース
日本各地にある美術館等のパンフレット，チラシ等を収集し， それらの傾向を握む。又，各人が
美術館へ実際に行って取材をし，紹介をする。言わば美術班からの“美術へのいざない”である。
見学に訪れた方が，パンフレット（その展示の中で特に注目される物等が載っている)，紹介など
を通して興味を深める，又は興味を持つきっかけとなるような展示を目指したい。
－7－
1997年度関西大学博物館実習観覧者アンケート用紙
この度、私たち関西大学博物館実習生は、実習課程の一環として、実習展を催す運びと
なりました。今後の学習をより深めるため、アンケート調査を実施させていただいており
ます･何卒ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
（1）性別 1．男 2．女
（2）職業 1．本学学生（ ）学部（ ）年生 2．他大学生
3．高校生 4．実習生 5． その他（ ）
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 2．掲示板 3．授業の一環 4． その他（ ）
（4）実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。
’
?
??
その他、お気づきの点ｶざございましたら記入してください。
’
（5）実習展での個別の展示について
今回の実習展は6つのグループに分かれて行っています｡各展示について右記の事項に
お答え下さい。表の中の3つの選択肢のいずれかに○印をおつけ下さい。
（実習生は自分のグループにも○印をつけること）
’
ト
’
???
－8－
｜ご協力あり力罫とうございました。
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平成9年度博物館実習報告
受講生のレポートから ’
一年間の実習総括
1部歴史コース
｢博物館実習の一ケ年の総括」 ｜’
史地95-71渋谷綾子
博物館実習を受けたこの1年間を振り返ると、色々なことを学んだと思う。学芸員になるため
の多くの事柄を学んだ。
4月の第1回目。全員が集まり、ガイダンスを受け、博物館実習を受けるに当たっての心構え
を聞いた。その時はただ、難しいことを言われているとしか感じなかった。 しかし講義を受けて
いくうちに、ガイダンスで最初に聞いた心構えは、学芸員になるためだけでなく、社会に出てい
く際にも必要なことだと感じるようになった。つまり、社会に出る上で必要なものはそのまま、
学芸員になるためにも必要なものだということである。
1年間の講義には、実に様々の実習があった。各博物館へ見学に行く実習もその一つである。
この1年間のうち、各博物館へ行く回数はかなり多かったと思う。個人的に行ったものも入れ
ると、前の年よりも多い。元々、博物館に定期的に行く習慣があり、行くこと自体は苦痛ではな
かった力罫、それでも1ヵ月に1回、多くて2回行く程度であり、しかも自分が興味のある特別展
や展示物を見るためにしか行かなかったので、実習期間中の見学実習は、忙しくまた面倒に思わ
れた。また、最初はただ博物館の展示物を見るだけだと思っていたので、毎回施設や展示の方法
について考えるのが億劫であった。その上、 1日に2館見学することもあり、決められた時間ま
でに次の博物館に移動しなくてはならない。 自分の興味のある展示物をじっくり見ることができ
ず、慌ただしく移動していく。それがとても忙しく大変なことのように感じた。
特に、 9月の最初の週に行われた東京都下での博物館実習は忙しかった。まず現地集合の時間
が早い。夏期休暇中に静岡県にいたため、遅刻することもなく無事に着くことができた。そして
毎日3， 4館ほど見学する。 しかも各館の距離は離れており、ほとんどが宿泊先から時間のかか
る所に位置する。東京へはそう何度も行く機会はなく、交通機関にも不慣れである。そのため、
移動の度に時刻表と地図を要し、前日に場所を地図で確認する必要力罫ある。東京実習が3日目に
なったころに、 ようやく慣れてきたほどであった。だから、東京実習が無事に何事もなく終わっ
たときには、心から安堵した。
博物館内で作業することもあった。分類が未完成の資料を、実際に分類していく作業であり、
整理カードを作成した。分類方法にも様々なものがあり、それを選択するのは学芸員の仕事であ
る。学芸員の仕事の多様性を実感する思いだった。
そうした各博物館での見学実習が何度か行われるうちに、私は次第に博物館を別の目で見るよ
うになっていった。つまり、ただの興味本位、あるいは自分の勉強のためという一般の来館者的
1
1
’
’
｜
’
’
’
l
l
I
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な目から、学芸員の目に変わったのである。展示のどの部分ｶざ分かりにくいのか、説明文はどう
か、展示は来館者の視点に立っているか、 自分ならどう展示するのかということを展示を見なが
ら考えるようになった。
変わったのは展示を見る目だけではない。展示図録を見る目も変わったし、施設自体を見る目
も変わった。図録は、資料の写真や資料についての学芸員の研究成果をまとめたものである。 し
たがって、学芸員の知識が問われるものであり、かつ美意識が問われる。美意識というのは、写
真や図のレイアウト、解説文の長さ・配置を考えることである。図録は一般に公開される出版物
であるから、その博物館の学芸員が判断される指標であるといえる。だから、図録の作成は重要
な仕事の一つである。博物館に行くたびに、その事を考えて図録を見ることが多くなった。
また、各博物館の見学の際に、大抵収蔵庫や施設全体を見る機会があり、それを見て各博物館
施設の現状を知る。それぞれ工夫を凝らしているのを感じながら、限りあるスペースをいかに最
大限活用しているか、 また来館者に対する施設面での充実度はどうか、火災などの災害の際の対
処法はどうか、 ということも考えるようになった。
講義にはまた、博物館資料の取扱いについての講義もあった。博物館の資料には様々のものが
含まれる。考古資料や歴史資料、古文書、公文書、民俗資料などである。それらの資料に触れる
ときはどうするのか、資料を運ぶときはどう持って運べばいいか、資料の梱包はどう行うのか、
梱包の際に注意するのはどんな点か、資料の整理はどうするのか、資料の調書はどう取るのか、
等々詳細にわたった。そして、資料からいかに情報を引き出すのか、展示で来館者に何をどれだ
け学んでもらうのか、 ということについても講義を受けた。実際に、博物館の中で資料を取り扱
うのは学芸員の仕事である。資料の取り扱い方によって展示方法も決まる。だから、これらの講
義は非常に重要なものであった。自分の中で、 これらの事柄がどの程度身についたかは分からな
い。 しかし、資料の取扱い時における最低限のルールは身についたのではないかと思う。
資料の取扱いという点では、 11月に煎茶道の作法も学んだ。煎茶道の作法はそのまま学芸員の
心得につながると思う。茶器の取扱い方、掛け軸や道具からその背景等を考えるということは、
学芸員が資料を取り扱ったり、それについて研究・調査したりすることに似ている。また、礼儀
作法は全てに通じるものである。全ての学芸員がお茶の作法を知っておくべきとはいえないが、
こういった作法を知ることで、物に対する見方や接し方も違うのではないか、 と感じた。
以上のような、講義で学んだ事柄を集大成し、その成果を発表したのが11月の実習展である。
実習展については大学に入った時から知っていたし、上回生が実習展の準備で忙しくしているの
も知っていたから、早くから実習展のテーマやその内容を決めて、開催に向けて作業計画どおり
に動いていくべきだと考えていた。
私は歴史班であった力ざ、歴史班は二つのグループに分かれた。 しかし、グループが決まってか
ら、そのグループ内で一体何をテーマにするのか、なかなか決まらないまま時間がすぎていき、
実際にテーマが決まったのは実習展の1ヵ月前であった。また、テーマが決まってからも、具体
的な内容力ざ決まらず、どういった内容にするか、意見が全く一致しなかった。具体的な内容がよ
うやく決まったときは実習展まで1ヵ月を切っていた。
歴史班であったので、テーマも「目薬」から歴史を考えることになり、 目薬の歴史を追ってい
くことについては勿論、全員一致していたが、ただ単に変遷を迫ったり、製品のパッケージの形
－11－
｜を取り上げるだけでは、人々に訴えた内容にはならない。また、昔と現在の製品との違いを取り
上げる際、会社の宣伝にならないか、など意見が一致しなかった。そのため、なかなか具体的な
内容力欝決まらなかったのである。
内容が決まってからはまた大変であった。展示資料をどこから借りるのか、 どう集めるのか、
どの機関に協力を要請するのか、テーマにまつわる事柄をどの程度集めて調べるのか、するべき
作業はたくさんあった。そのため、分野ごとに班を決め、各班で調べていくことになった。
非常に幸いなことに、岐阜県の内藤記念くすり博物館の協力を得ることができ、資料も借りら
れることになっので、資料集めは順調に進んだ。また、製薬会社の協力もあり、展示資料は十分
そろい、後は自分たちがどう展示していくか、努力次第であった。
しかし、何分にも具体的な内容を決めるのが遅かったため、展示の準備に予想以上に時間力ざか
かり、 また図録の編集にも時間が取られ、結局、実習展が始まった初日の11月17日になっても、
まだ準備をしていた。学芸員が特別展を行う際は、決められた日時に開催しなくてはならない。
そのことを何度も教わっていたはずだが、決められた日時までに完成できなかった。このことが
一番の反省点である。
また、他の反省点を挙げると、パネルの文字を統一できなかったこと、図録の文章が統一され
ていなかったこと、等がある。作業計画は前もって立てていたが、内容を決めてからの作業が円
滑に運ばなかったことが尾を引いていたと思う。だから、反省点を挙げればいくらでもある。
反省点は多いが、 しかし、この実習展では様々のことを学んだ。博物館の学芸員が特別展を行
う際の色々な諸作業を、実際に自分でやってみて、いかに学芸員の仕事が大変なものであるかを
痛感した。展示方法もどうすれば来館者が見やすいのか、 また、展示構成はどうすればよいか、
様々の問題に直面した。 もちろん、 1週間の実習展で学芸員の業務を実感したとはいえないかも
しれない。だが、実習展の準備で行った様々な作業が博物館で普段行われていると考えると、学
芸員はいろいろなことに精通していなくてはいけないと感じた。
実習展で行ったことは、学芸員の業務の一部でしかないとは思う。しかし、実際に自分で展示
をやってみて、改めてその難しさを感じた。
この1年間で学んだ事はこのように、実に多岐にわたっており、多様なものであった。先にも
述べたように、実習で行ったことは学芸員の業務の一部かもしれない。 しかし、物に対する考え
方やその取り扱い方、礼儀作法という基本的な事柄を学ぶことはできたと思う。これらは、社会
に出る際に必要なことでもあるから、学芸員にならなくても生きてくるだろうと考えている。
’
l
l
l
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1部美術コース
博物館実習をおえて
一過去と現在と未来をつなぐ博物館－
哲94－5板垣暢子
私達は、過去、現在、未来という時間の流れの中で、 「もの」とのかかわりをもちな力罫ら生き
ている。これが私が博物館実習の中で、改めて実感したことです。
’
l
I
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「もの」とのかかわり。博物館実習の中で、 目で見たり、手に触れたりとする「もの」とは、
古い歴史的な土器などの資料であったり、美しい巻物や漆などの美術品であったり、巻子本など
の古文書でありました。ふつうの暮らしの中でめったにふれることのできないものに、この実習
をとおしてふれることができ、その取り扱い方もたいへん細やかに教えていただいたことは、本
当に貴重な経験でありました。まず初めに手を洗うこと。 「もの」と接するときの清潔な身だし
なみにも気をつけること。模様のついているところや、漆器などは特にべたべたとさわらないこ
と。土器やⅡ類は欠けたりしないように、観察するときは台の前でひざまずき、両肘を台の上に
つけ、その高さまでしか持ち上げないようにして見ることや、運ぶときは両脇をしめて固定させ
ることなど。そうしてさらに細かいところまでよく観察し、スケッチするなり書き留めること。
それはまさに息をとめるぐらいの気持ちでむかい、細心の注意をはらって「もの」にふれるとい
う、今まで経験したことのない「もの」との接し方でした。
もちろんこのような接し方は、重要な美術品、貴重品であったからであります。けれど、その
｢もの」とむかいあうときの姿勢は、たとえ美術品でなくても、 日常生活のなにげないえんぴつ
であったり、お茶碗であったり、本であったりしても、忘れてはいけない姿勢なのではないでし
ょうか。 もちろん、息をとめるほど〃というのは極端ですが、 自分が生きていく中でふれる、あ
らゆる「もの」に対し、大切に思う気持ちを持って接するということは、実は、今まで忘れてい
ただけで、ごくあたりまえのことだったのではないか、 ということを、私は改めて実感しました。
そしてそれら身のまわりにあるたくさんの「もの」にさらに興味を持つことで、違った見方力謝で
きたり、新しい発見があったりするかもしれません。私にとって、 自分がいかに「もの」にかこ
まれて、 「もの」とともに生きているのかというあたりまえのことを、改めて教えられた実習で
もありました。そして、それらは全て、過去、未来、現在という時間の流れの中で、 「もの」と
接している、 ということを、博物館、博物館実習は私に気づかせてくれたのです。
博物館、美術館に展示される「もの」は、主に古い、いわば、過去〃の「もの」です。それら
を、現在、様々な工夫やアイデアを施されながら、 「もの」は私達が見て、ふれて、わかりやす
く、そして何より楽しめるように、いろいろな博物館、美術館で展示されています。それらに接
することで、私達は多くの事を学んだり、心にゆとりが生まれたり、豊かな気持ちが養われたり
することができるのです。そうして、展示は、 「もの」を通して、新しい歴史と文化の創造のた
めであり、将来へ、未来へむけて「もの」を伝えられるように、創り出されるものであるのです。
このことを改めて実感したのは、実際、私達、実習生自身力欝、博物館をお借りして、初めて挑戦
する展示実習の中ででした。
展示実習の計画は、 10月の初旬から始められました。今まで、様々な資料の取り扱い方や．展
示の仕方について学習し、月に1回、そして、夏には岡山や東京へ行き、たくさんの博物館、美
術館を見学した私達が、いよいよ自分たちで実際に関大博物館の展示ケースの一角をお借りして、
初めから終わりまで展示に携わり、参加するというチャンスをあたえられたのです。学生である
私達が出来ることはもちろん限られています。けれど、限られた中でどこまでてきるのか。まず
テーマについて何にするのか話し合い、そして私達美術班が決定したテーマは「商標」でした。
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｢商標」には芸術的に美しいデザインを持つものや、秘められたその由来などがあり、それらを
調べて展示したらおもしろいのではないか、 ということ力ざ最初に決められた理由でした。 しかし、
話し合いは長引き、資料の収集は可能なのか？いくつもある商標の中から選んで集める基準、テ
ーマはどうするのか？どのように展示したら面白く見てもらえるのか？意見は二つにも、三つに
もわかれ、何から手を着けるべきかという初歩的な話し合いさえ長引くのです。
しかし、いちばんの問題は、 、展示して、そして、 どうするのか〃だったのです。私達が商標
を展示する理由に、 、おもしろいから〃だけでは、いけないのだ、 ということに私達は気づいた
のです。大事なことは、 自分たちが資料をなぜ集めて、そして、見ていただく方に何をどのよう
に伝えたいのかをはっきりとうちだすことにあったのです。
そうして私達は、誰にでもわかりやすく楽しめるように、 「生活の中の、商標"」というテーマ
を決定したのです。
私達の身のまわりには、 「もの」と接することで、たくさんの商標があります。そのような商
標には美しいデザインのものや、長い伝統に培われたものや、企業からのメッセージがこめられ
たものがあるのです。そのように、普段何気なく気づかないままに目にしている商標を、由来を
紹介しながら改めて展示して、展示によって目で見て楽しみながら、商標に託されたメッセージ
を見つけられたら……、見る方が、 これからの生活の中で、今までとは違った新しい目で、商標
が新鮮に見えるようになったら……
私達はこのような願いをこめて展示をつくりあげていきました。生活に密着した商標を打ち出
すために、朝、昼、夜に分けた展示を考えたり、商品と一緒に商標を展示する方法などを考えた
のです。そうして進めていくと、実際、予定どうりに資料が集まらなかったり、考えていたとお
りの雰囲気が出せなかったりと、時間の使い方がうまくいかなかったり、改めて力不足を感じま
した。わかりやすく見やすくしたいと思いながらも、実際暖昧になってしまった点や、簡潔でな
かった点など、問題点はたくさん残ったのが事実です。
けれど、今回の展示を通して、いちばん痛感したことは、私達学芸員は、 「もの」を研究する
と同時に、一般の人に向けて、何を伝えたいのか、 「もの」を通し、 、未来〃に向けて何を伝え
ていくのかということを創り出す仕事なのだ、生み出す仕事なのだ、 ということでした。それら
は全て、現在〃の学芸員の日々の研究、情熱や、志、前向きな姿勢などにかかっているのではな
いか、 ということでした。 、過去〃の「もの」とむきあい、 、現在〃の研究と情熱でもって、 、未
来〃へと伝えていく仕事。これが、あたりまえのことかもしれませんが、改めて実感として感じ
ることの出来た学芸員の姿でした。
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この、展示実習の他に、 4月から勉強してきた全てのこと力ざ、初めてのことばかりで、それで
いて、あたりまえのことであったり、驚くようなことであったりと、実習という、実際に自分が
経験できる場をあたえていただいた貴重で思い出深い1年間でありました。
自分では、行こうと思ってはいてもなかなかいくことのないような博物館や美術館を訪問し、
ふつうならば見ることの出来ない、館を支える裏側の部分までも見ることが出来ました。いちば
ん初めの授業で、先生方は口を揃えて「この実習は厳しいので、心して参加すること」と、おっ
しゃっていられましたｶぎ、全て力爵新鮮で、楽しく勉強できることばかりであったように思えます。
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東京への見学実習で、あの3日間で得たことは、私が1人だったら、何年かかるだろう？と、思
うほどたくさんの館を見学することができました。また、一度に館をたくさん見学することで、
それぞれの館の特色や個性、思い入れなどがよりわかりやすく直接感じることができたとも思い
ます。学んだこと全てが、今となっては不思議なぐらい、 、楽しい思い出〃であります。それは
きっと一つに、一緒に勉強してきた、仲間がいたからかもしれません。一緒にたくさんの事を勉
強し、経験した仲間が出来たことも、本当によい経験であり思い出です。
全てが学芸員になるためのきめ細やかな指導のもとの勉強でありました。けれど、学んだこと
は、ふつうの日常生活の中ででも大切なことばかりでした。 「もの」を大切に思い、鑑賞し、 と
きに「もの」と対話して、 ときに「もの」を創作するという、 「もの」との関わりの中にある私
達の生活というものを改めて感じることができました。私は残念ながら、学芸員になる予定はあ
りません。けれど、 この1年間で、博物館がますます大好きになりました。今までの目とは、こ
となった視線で、博物館を見ることができるでしょう。たくさんの博物館や、美術館の個性や思
い入れを、今までより深く感じることができるでしょう。今日まで学んできたことを、 、現在〃
の私が心に刻み、 、未来〃にむけてさらに博物館とかかわっていくことが大切であると思います。
博物館は、心にゆとりを生み、心を豊かにしてくれる大切な場所です。博物館とのかかわりを大
切にする努力を今後も続け、博物館を愛し、今まで以上にたくさんの博物館に行くことを楽しみ
たいと思います。それが、未来に向けての私の課題であると思います。
最後になりましたが、今日まで細やかな指導のもとに、私達を導いて下さった先生方、関西大
学博物館の方々に、心から感謝を込めて、 1年間ありがとうございました。
1部文書コース
史地94-112伴真一朗
1，初めに
この博物館実習を受講した1年は、様々な新しい知見を得、色々なことを考えさせられたとい
う意味で有意義なものだった。 というのも私が編入したのは文書コースであったが、文書関係の
事は私がこれまで余り知識がないものだったからだ。私は最初は歴史コースを志望しており、文
書コースには人数調整の為に編入させられたので、全く意外な出会いであったといえる。私は、
古文書が読めるわけでもなく、 日本史や国文学が専門でもない。そして生まれて22年間、一度も
公文書館を利用したことがない。しかし、私力欝専門とする中国の清朝史では文書を使った研究が
近年盛んになりつつあり、その点でも何か参考になるかと思い、勉強させてもらおうと思った。
結局、卒論や院試等の準備等他の用事に時間を取られることもあり、実習に関わる勉強を十分に
出来たとは言い難い結果になったが、それでも得るものは大きかったように思う。また、展示実
習でも様々なことを学んだ。特に、資料の持つ意味を観覧者に分かりやすく伝えるということを
指導されたが、これは自分の卒論を書く際にとても参考になったことであった。以下、実習の中
で一番印象に残った、文書館の施設見学と展示実習について振り返り、一年間の総括としたい。
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2，文書館及びそれを取り巻く環境について
授業では、 日本における文書館及びそれを取り巻く環境の問題をまざまざと見せつけられるこ
とになった。
講義では、 まず古文書の分類法や近代文書のライフサイクル、現代の公文書館を囲む環境につ
いての概説を受けた。そこで強調されたことは、 日本では専門の文書館員一アーキヴィストーを
養成する制度が無いに等しいということである。つまり、専門職であるアーキヴィストとしての
就職という進路は存在しないのである。ヨーロッパでは、都市の文書館に老練なアーキヴィスト
がいて、調査研究に有益なアドバイスを受けられると聞くが、それに比べると大きな隔たりがあ
ると感じた。
なお、 日本ではつい最近、公文書館法ができ、その第一条で、初めて公文書を歴史資料として
保存することが認われた。 しかし実際にどうするのかという問題については今後の課題が多い。
そして施設見学で各地の文書館を見学させてもらい、講義で教わったことを現実に見聞するこ
とができた。そこで見たものは、文書の収集・保存・研究に関する制度が現在の日本では整って
いない状態と、その中で出来得る限りの努力をされている職員の方々の姿であった。
私が眼にした具体的な問題と思われる箇所を挙げていこう。なお、時には批判めいたことを述
べるが、 これはあくまで現在の制度に対するもので、決して現場で働かれている人々に対してで
は無いことをあらかじめ断っておく。
まずは、文書の保存設備の不備である。近代文書は役所に一旦保存され、一定期間を経た後に
選別され、文書館に移される。つまり、近代文書は役所と文書館の二か所に保存場所が別れてい
るのである。施設見学ではその両方の文書庫を見せてもらえる機会を得た。文書館の書庫は、湿
気等に備えた空調装置が備え付けられているところが多かったが、役所の書庫に関しては、見学
した限りでは、そのような配慮をしている所は少なかったように思う。これについては、関係者
の方々が努力していても、予算の関係等といったことから、難しい問題であるのかもしれない。
しかし、予算が降りないということは、やはりこの国の文書に対する意識の低さを物語るもので
あろう。
また、行政では酸性紙及び酸性の中性紙を使用していることを聞いた。 ところが、酸性の紙は
保存ができず、すぐに変色してボロボロになるという。保存に一番良いのは中性紙であるが、 こ
れはまだ余り普及していないという。このような所にも文書を保存する風潮が薄い現在の日本の
有り様をうかがうことができた。
そして、文書館では、専門職としての近代文書を扱うアーキヴィストが職制として置かれてい
ないことが気になった。最もこれは先程のべたように、養成する制度自体力確立していないから
なのであるが。古文書に関しては、学芸員養成課程や博物館で専門知識を学べ、かつ磨ける制度
が存在している。しかし近代文書に関してはそのような制度力叡存在しないので、実際に公文書館
で、文書の選別・整理に携わっているのは大学の教官か、嘱託という形で働いている方々か、一
般職の公務員で他の部署から回ってこられた方々であった。実際にアーキヴィストの役割を担っ
ている方々を嘱託という不安定な身分のままにするのは、良いことではあるまい。 また、頻繁な
人事異動が行われる、一般職の公務員扱いというのも、職員の専門性を高めて行くという点で問
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題があるだろう。このように、専門家としてのアーキヴィストを長い年月をかけて育てる制度的
な裏付けが、学校だけではなく、実際の職場にも欠けているように感じた。
次に気づいたことは、どの文書館も外部へのアピールを積極的に行っていることである。例え
ば、大阪府公文書館では『大阪アーカイブズ』という学術雑誌を発行している。また大阪市公文
書館では、随時大阪の歴史に関する特別展を行っていると聞いた。実際、見学に訪れた時は大阪
の公園に関する展示を行っていた。大阪における公園の建設の歴史について、それに関する写
真・公文書が主体となった展示であった。保存の問題から、文書は実物ではなくコピーを使用し
ている事が残念であったが、興味深いものであった。このように、文書館も積極的に自身を外部
に伝えていることをうかがえた。私の感想を述べさせていただくと、 まだ、一般市民には十分伝
わっていないと思う。 もう少し、市民に伝わり安い媒体を使う必要があるのではないだろうか。
先に述べたように、当初の私は文書館及びそれを取り巻く環境について何も知らなかった。 し
かし講義及び施設見学によって、様々なことを得たように思う。例えば、文書館に関する知識、
及び現在の問題についての知見である。また、歴史学に幾分なりとも関わる者として、未来に向
けて文書を保存する重要さを、改めて実感したことも大きな収穫である。文書館に就職すると決
めたわけではないが、 これからは、普段から文書館に関心を持っていこうと思う。
3，展示実習について
以下、展示実習について述べる。展示実習は博物館実習のハイライトである。私だけではなく
大半の学生にとっては今までに経験していないことである。苦労も多かったが得たものもまた大
きいものであった。さて、私の班力ぎ展示実習の準備を始めたのは遅い時期であった。みながテー
マについて話し合ったのは後期が始まってからである。展示まで最早一カ月余りしかなかった。
早い時期から準備を進めたことが良いのは自明である。が、様々な雑用があり、 また人間の常と
して、切羽詰まらないと動かないということもあって遅い立ち上がりとなってしまったのである。
またテーマ選定にも難問があった。文書を用いて展示を行う場合、近世文書を使うことが最も
適当だと考えられた。何故なら、中世文書は数が少ない上に、保存の関係から借り出すことが難
しい。また近代文書はファイルに綴じられて保存されている状態であり、 これもまた借り出すこ
とは事実上不可能であった。以上の事情から近世文書を使うテーマを考えるのが一番適当であっ
たが、班の中に古文書を扱うことのできる人間が少なかったので、文書を扱わないテーマを考え
ていかねばならなかった。
最終的には「博覧会から見た近代日本」というテーマに決まった。明治の内国勧業博覧会・吹
田の万博・花博・愛知の万博という四つの博覧会を取り上げ、そこから日本の近現代史を見て行
こうとするものである。実は、最初は家電製品の歴史というテーマで進めて行った力ざ、資料が思
うように集まらないので、これは中止となった。 「博覧会から見た近代日本」に決まったのは、
博覧会に関する新聞・雑誌・ポスター等、ほとんどの資料が、新聞資料館というところで借り出
すこと力ざでき、資料収集が迅速に行えたからであった。
さて、資料を集めてからは二つの事力罫問題となった。集めた資料の中からどのようなものを展
示するか、その持つ意味を如何に展覧者に伝えるか、 ということである。資料を選別する場合に
は、学術的な重要さが基準になることは無論であるが、やはり展覧者が見て楽しいものを選ばな
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くてはいけない。今回の場合はポスターや美しい多色刷の広告が保存されていたので、それを使
わせてもらった。また、選んだ資料の持つ意味を伝える為には、資料そのものについての情報を
調べるだけでなく、展示のテーマの歴史的・社会的背景についての知識を持たなくてはならない。
今回の展示では、近現代の大阪史についての知識を持つことが必要となった。時間が少ない上に、
専門外のため、十分調べられないうちに展示を行ったのが反省点として挙げられよう。
展示を終えた後に思うことは、当たり前かもしれないが、完壁な条件の中で、展示の準備をす
るのは不可能である、 ということだ。限られた時間・限られた資料・限られたスペース・限られ
た能力の中で、可能な限り良い結果をだす力が必要であることを痛感した。これは展示実習だけ
ではなく、社会に出てからも必要とされる能力であろう。
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4，終わりに
日曜日の施設見学、夏休みの広島・東京合宿、展示実習と、ハードな日程の一年間であった。
施設見学の中では、これは省いてもいいのでは、 と思うものもいくつかあった。例えば、文書
館や博物館の概要に関して、何回も同じ内容の説明を受けた。事前に、相手側にこちらがどれだ
けのことを学習しているのか、 ということを細かく伝えてはどうか。そうすれば相手にとっても、
こちらにとっても時間の節約になるであろう。
しかし、全体としては非常に有意義な実習であった。新しい知見や経験を得たことはもちろん
であるが、他分野を専攻している人と実習で知り合い、様々な交流ができたことも思い出に残っ
たことの一つである。特に、 日本近代史を専攻している人からは、その分野の研究のやり方につ
いて様々な事を教えてもらった。私も、地域は違うが同じ時代を専攻しているので、非常に刺激
を受けた。実習の趣旨からは外れるが、 このようなこともこの授業の醍醐味ではないだろうか。
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2部歴史コース ’
博物館実習の1年間の総括
史地95-48清岡智子
博物館実習の授業で中心となったのは、やはり11月に行なわれた博物館実習展だったと思う。
そこで学芸員になる者として1つの結果を出せるように様々な領域の知識を教えてもらっていた
のだなと、最近になって感じる。何か1つのものを創り上げるというのは、創り手自身に情熱と
いったパワーがないとできないことだし、そういうパワーを持った人達力罫協力することによって
初めて成り立つものだと思う。私は、 3回生という立場のおかげでほとんどの授業に出席したの
で、かなり長い間、 2部歴史班の人達と共に学び、共に実習展準備の作業を行なうことができた。
そうしていく中で、時間がたつにつれ、班の人達それぞれの実習展を成功させようという1つの
同じ思いが伝わってきて、 自分が皆とつながっていくのが感じられた。班の人達とは博物館実習
の授業外でも良い関係が保てており、 こういった出会いがあったことにも感謝している。
博物館実習の授業によって、私自身も変わったような気がする。私は、学芸員という仕事は裏
方の研究がほとんどだと思っていた。実は、 もともと他人とうまくコミュニケーション力罫とれず
’
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消極的になっていた私にも、こんな仕事ならできるだろうと思ったため、学芸員の資格を取るこ
とに決めたのだった。 しかし、授業で学芸員の仕事の内容を知るにつれ、 自分の予想とは違って
いたことに気が付いた。
まず、印象に残ったのは、相手の立場に立って考えることのできない学生は学芸員になる資格
がないということだ。それを説明するものとして、様々な資料の取り扱い方が挙げられた。資料
の取り扱い方には、基本となる2つの考え方がある。 1つ目の考え方とは、 「そうぞうりょく」
を持つことである。これは、それぞれ「想像力」 「創造力」を指すが、 この2つの「そうぞうり
ょくは、つながっている。つまり、 どのような色彩・素材・形などの資料を収集し、 目の前に存
在する資料をどんな角度で見せるかといった想像は、特別展を創造する原動力となる。この「想
像力」とは、相手の立場に立った行動を意味していると思う。また、 2つ目の考え方とは、資料
はまだ道半ばにあり、あと五百年保存していくつもりで大切に扱うということである力ざ、これも
｢想像力」からつながっていると思う。なぜなら、机の端にある物が何かの拍子に落ちて壊れる
かもしれないというふうに、相手の立場に立って想像していれば、人為的なミスによって資料が
失なわれるようなことはないだろうと言えるからである。このように、相手の立場に立った行動
が、正しい資料の取り扱い方につながっていくように感じた。
次に、印象に残ったのは、その資料がなぜここにあるのかという資料の背景を知ることが必要
である点だ。すなわち、資料はただ大切に扱えばよいのではなく、その資料がどのように使われ
ていたか、何で作ったものなのか考えることが必要である。そうすること力薮、機能を考えてその
資料の上下左右裏表を知ったり、素材が同じものをまとめるといった、展示ケースへの配列の仕
方につながる。そして、資料の背景を知るために、学芸員は自分の研究を充分に行なって専門性
を発揮しなければならない、 としている。これは、資料の名称、素材、構造を知れば、 自然と資
料をどう扱うとよいのかが分かってくるということと同義であると思われる。
上で述べた2点は、非常に似かよった内容だと思う。両方とも資料を取り扱う際に重要なこと
だとして、一方は相手の立場に立って考えること、 もう一方は自分の研究を充分に行なうことを
挙げている。これらを考え合わせると、学芸員の研究作業は、ただ裏方で一人よがりに行なわれ
ているわけでなく、利用者など、相手という存在がまずあって、その人達に資料を正確に扱うと
いう形で奉仕するために行なわれていることが分かった。
学芸員の仕事は、研究がほとんどというわけでもなさそうである。国立博物館のほとんどが
｢博物館」という名前は付いているが、博物館指定を受けておらず、特に国立民族学博物館・国
立歴史民俗博物館は大学院大学としての役割を果していることから、博物館の主な目的は社会教
育や生涯学習であり、それに加えて展示公開を行なうという形をとっていることになる。国立科
学博物館でも、分館によって行なわれた研究を観察センターで教育普及に用いていることを特徴
に挙げている。そして、 これからは教育サービスが必要になってくると言っていた。実際、国立
科学博物館が受け入れを行なっている教育ボランティアの社会人の方々が、それぞれの体験から
学習できる科学のしくみを分かりやすく説明してくださったおかげで、普段なら敬遠してしまう
分野を楽しく知ることができた。このように、利用者としては説明してくれる人がいると学習で
きることが大幅に増えるので、先に述べた相手の立場に立って考えるという点から見ても、学芸
員の仕事の中で教育サービスは大きな比重を占めてくると思う。
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それでは、説明は教育ボランテイアに任せればいいというわけにはいかず、学芸員も同様に列
品解説という仕事がある。授業では、関西大学博物館の2～3ケース分の資料を3分間で説明す
るという実習があった。参考資料によってそれなりの学術情報は用意していても、話をする対象
によって、 口調・表情や話す内容を変えなければならない。つまり、ぶっつけ本番みたいなもの
だ。幸い、私は解説をせずに済み、他の人がするのを見ることでその方法を学べた。その方法と
は、 まず手で資料を指しながら言うといった、身ぶり手ぶりを入れる点であり、それとともに、
相手の目を見ることである。これらは、考えてみればごく普通のことなのだが、案外忘れてしま
う例が多かったように感じた。つまり、簡単なことこそ、心掛けていないとできないということ
を示していると思う。同様のことが、瀬戸内海航路洋上実習での特別講義でも話されていた。そ
れは、 1歩前に出ておじぎをするというように、おじぎの仕方にも気を付けることである。そし
て、こういった些細な動作に現れる、人とのつながりや信頼関係が大切になってくると教えても
らった。
以上の例から、学芸員にとっても人と接することは重要な仕事であることが分かった。また、
その際には、簡単な動作も気を抜かずに行なうことが、相手に対する思いやりといった意思表示
となり、心を通わせるもとになることも分かった。この仕事は、他人とのコミュニケーションに
不安を抱いている私にとって、これからの大きな課題になるといえる。 しかし、その方法を少し
でも知りえたことにより、小さな自信みたいなものが生まれた気がした。
こうした理論からだけでなく、実際に体験することによって、 さらに学芸員の仕事内容を知る
ことができた。以下に列挙してみると、資料の取り扱い、資料整理・清掃・点検・復元、資料の
梱包及び発送準備、実測に基づいて資料の調書を取ること、列品解説、印刷発注業務などである。
ふり返ってみれば、博物館実習の授業は、 どれもカゴ今までまるで知らなかったことばかりで、毎
時間何かに挑戦していたような気がする。そういった挑戦をすることによって、これまで失敗を
恐れて消極的であったのが、 とにかく行動を起こしてみようという前向きな気持ちに変化したと
思う。神戸ファッション美術館の学芸員の方も、 「学芸員」の仕事を創造していくことが学芸員
の仕事である、 と言っておられた。この言葉は、学芸員の仕事はほとんどが雑用と言われるくら
い、広範囲に及ぶけれども、それをただこなすのではなく、積極的に取り組もうとする気持ちが
必要であることを述べていると、私は理解した。この言葉は今でも印象に残っているし、 これか
らも前向きな気持ちをもち続けていくために、忘れないでいたい。
こうして、理論や実習を学ぶことによって変化した気持ちｶぎ、他人と関わろうとする行動に現
れたのが、博物館実習展の準備だったと思う。まず、瀬戸内海航路洋上実習で何日か共に過ごし
たことにより、 2部歴史班の人達との距離が、以前より飛躍的に近くなったように感じた。実習
に行く前は、長い実習期間の最初から最後まで皆と一緒だなんて、 どうして2部だけがこんな日
程なのかと嘆いていたけれども、実習を終えた今では、先に述べた結果を得られる良い機会にな
ったと思えるので、この実習は続けていってもらいたいと思う。また、この実習では、実習展で
展示する内容の案について初めて意見を求められた。その場で私は、 これまでの自分なら取り下
げられるのを恐れて言わないでおくような内容を、思い切って発表してみた。すると、私の意見
が面白いと言ってもらえたり、話をちゃんと聞いてくれて、それを展示につなげようと考えても
らえたりした。この出来事は、私にとって大きな自信になったと思う。その後、意見が合わなく
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て反発した時も、言いたいことが言えるようになった。そして、すっきりとした気持ちで、 自分
とは異なる考えをコンセプトにした展示の手伝いをすることができた。こうして、他人との関わ
りを大切にしようと心を開くと同時に、実習展という1つのイベントを作り上げるため、何回も
企画を作りあげ、練り直し、創造していく過程に加わっていこうと努めたからこそ、多くの人と
のつながり力罫深まったのだと思う。
2部美術コース
博物館実習を終えて
史地94-128本多裕美子
初めて、強烈な印象を受けた、博物館〃との出会いは、確か、小学校の二年生だった。奈良国
立博物館の正倉院展に、父に連れられて行ったときのことだった。それまでにも、東山魁夷の特
別展などに行った記憶はあるのであるが、当時、私は小さかったために、大きく感じた襖絵の作
品のインパクト以上に、入ごみにもまれて、疲れて泣きそうだったことを覚えている。 しかしな
がら、幼いときに受けた強烈な印象は決して色槌せることはなかった。それからも色々な博物館、
美術館へ行ったが、あの時の正倉院展で見た、遥か昔に砂漠を、海を渡ってやって来たという
､モノ〃へのイメージ、憧れが、やがてシルクロードへの憧れになり、大学で史学・地理学科を
選んだ一番の動機となって、今でも私の中に息づいている。博物館実習の授業を取ったのも、こ
ういったところから、漠然とした博物館力劃好きという気持ちと、難しいとたくさんの先輩から聞
いてはいたが、学芸員になるチャンスをつくることができればといった気持ちからだった。しか
し、実習のガイダンスで最初に配っていただいた年間の授業予定表を目にした時から、 、学芸員〃
という仕事が、いかに多岐に渡っており、 「スペシャリストかつ、ジェネラリスト」でなければ
ならないということを感じた。これは実習が進めば進むほどにより一層、実感したことである。
さて、大学における博物館学講座について、 『博物館概説』によると、 「｢博物館学」では博物
館が歴史的にどのように形成、発展してきたか、そして博物館の目的、機能を考え、 さらには資
料の収集、作成、整理、保存、展示、研究活動から普及活動、管理運営、建築上の諸問題、そし
て国際機構に関することまで広範囲な諸事項を理論的、体系的に考えようとするものである。そ
れに対して博物館実習は、博物館学芸員として実際の場に臨む場合、 どのようなことに留意し、
行動するのかについての、いわゆる実践的な学習と訓練を行う場である。博物館学芸員の仕事は
研究活動だけでなく資料の収集や購入、借用、返済、見学者に対する解説、研究発表等の対人関
係も多く、人からの信頼も強く求められる。また、学芸員は知識や技術の修得だけでなく、例え
ば、国宝や重要文化財の指定品はもちろんのこと、陳列する品物を落として、破損させたり、傷
つけたりしては絶対にいけないように、精神の集中が必要である。博物館学芸員は全人的に優れ
た識見と人格が要求されている」とある。私たちが、この博物館実習で学んだことはごく一部分
ではあり、 これからも日々鍛練していかなければ、学芸員〃になることはできない。 しかし、私
にとっては、今までにない体験であり、様々なことを学ぶことができたと思う。実際の博物館実
習の授業の中では、 もちろん、大学での講義も実践前の予備知識として大変役立ったことは間違
’
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’いないのではあるｶ：、やはり、東京や、 日曜日にある博物館での実習、そして、秋に行われた博
物館実習展示会が、一番大きな印象を受けた。
しかしな力ざら、実習で学んだことは授業だけでなく、個人として博物館や美術館を訪れたとき
に、 噸モノ〃だけではなく、 またいつもとは違った視点で博物館の建築物、展示方法、照明、順
路、耐震・耐火設備などにも目が行くようになったと思う。 日本国内にある博物館・美術館もそ
れぞれの館によって設備の充実度は異なるし、特徴もある。 しかし、国内の博物館・美術館では
ある一定の水準以上は保たれており、極端に設備の劣る施設はないように思う。海外の場合はど
うであろうか。昨年の夏、私が実際に見学した施設を中心に、簡単にまとめてみたいと思う。
’
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中国
・上海博物館（上海）
この博物館は約二年前、 1996年に新装オープンした。新設されたということ、また、中国でも
経済の中心地、上海に立地しているということもあり、中国国内でも最大級の規模を誇っている。
街中に立地しているにもかかわらず、広い公園の中で緑に囲まれている。建物は八階まであり、
各フロアーごとに展示のテーマが決められている。また、各階にミュージアムショップ、お手洗
いもあり、 日本の博物館よりも近代的である。展示室は中央の吹き抜けを中心に放射状になって
いる。室内の照度は落としてある。特に、書〃の展示は人が近づくとセンサーが働いて、ある一
定の時間、照らし出されるといったように、かなり、気を遣ってある。しかし、これは人力ぎ多い
ときなど、何度も付いたり、消えたりしていて大丈夫なのかと思った。キャプションは多くない
ｶざ、展示についての説明は通路などにレプリカと共に掲示されており、 、モノ〃を鑑賞すると同
時に、学習することができる良い方法だと思った。この博物館は、中国にしては珍しく英語の解
説もあり、 また、展示物も充実していた。ただ、広いので、一度にすべてを見学するには大変な
労力が要る。
・北京自然史博物館（北京）
ここは、子供向けの博物館のようで、入り口すぐには、先史時代のゴム恐竜が「ガォー」と動
いている。少し遊園地のようである力欝、小さな水族館、様々な動物の剥製、寄生虫のホルマリン
漬けもある。 しかし、ここがすごいのは、本物の人体のホルマリン漬け等の展示があることだ。
成人女性の腹部や頭部の断面、受精してから一月置きの赤ん坊の様子、奇形児、風土病などにつ
いてである。入り口には特に制限はないが、中国の人の話によると、小学校の遠足でこの博物館
を訪れても、この展示室には入らないそうだ。しかし、私力雰見学したときは親同伴の子供は何組
みかいた。他の展示室にはあまりなかったが、ここには展示に関する解説力ざそれぞれに為されて
いた。
・ トルファン博物館（トルファン）
トルファン近郊の高昌故城、高河故城などの遺跡からの遺物などｶざ中心に展示されている。こ
こに展示されていたミイラは、ガラスケースに入れられて置いてあるのだｶぎ、窓の近くにあり、
外れた暗幕から差し込む太陽の光で、ガラスケースの中に水滴が付いていた。温度・湿度共に一
定に保たれてはいないようだ。
中国にある博物館は全体的にまだ、設備、保存など整備されていない。地方へ行くほどにそれ
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は顕著に現われる。キャプションも英語が並記されることは少ない。国内事情も全く異なるイン
ドやパキスタンではキャプションには必ず英語が並記されている。全体的に建物の天井が高いせ
いか、単に掃除が行き届いていないためか、填っぽく感じたところが多かった。 日本の博物館で
は入館料が無料になることはほとんどない。 しかし、海外では学生証の掲示によって無料になる
ところが何箇所かあった。 、公共の博物館無料の原則〃の言葉が頭に浮かんだ。
この博物館実習の授業では、博物館の作業場を見学させていただいたり、実際に自分達で展示
会を組み立てたりしたことで、少しではあるけれど学芸員の仕事の大変さ、 また面白さを感じる
ことができた。見学者として、設備や展示を批評することはすぐにできるけれど、予算内でそれ
を準備し、構成し、 自分の思い描くイメージを相手に伝えていくのには多大な努力がいる。海外
の博物館などもそうであるけれど、 もっと文化行政に力を入れてほしいと思う。私は、 この春か
らは、博物館とは全く関係のない仕事を始めることになるが、博物館実習で学んだことはどこで
でも役に立つに違いないと思う。博物館で働くことはないけれど、市民一人一人がこういった博
物館・美術館に興味を持つことはその改善にもつながる大切なことでもあると思うので一市民と
して応援していきたい。また、これからも常に色々なものに好奇心を持って接していきたいと思
、
フ。
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1996年度関西大学博物館実習実習展示会
’
観覧者アンケート調査報告 ’
’
この観覧者アンケート調査報告は1996年度実施の実習展示会のもので、平成9年3月発行の第
3号に掲載予定であったが、都合により第4号に掲載した。 ｜
〈はじめに＞
私たち博物館実習生は、例年通り今年も博物館実習授業の一環として、実習展を開催した。そ
の際、博物館の観覧者を対象としてアンケート調査を行った。これは、その結果を集計し、報告
するものである。
この調査は、観覧者にこの実習展および展示に対する意識を知ることを目的としたものである。
<調査概要＞
実施日時：1996年11月20日（水）～22日（金）の3日間
実施場所：関西大学博物館第2展示室
実施者：博物館実習生
実施対象：観覧者を対象に任意で行う
?????
〈調査方法＞
実習生が展示室入口の受付で、パンフレットとともにアンケート用紙を配布し、観覧後に観覧
者自身に記入してもらい、回収箱に入れてもらうという方法で行った。
<集計結果＞
（1）性別
1．
2．
’
合計
78名
111名
189名
20日
28名
46名
74名
?????? ?? ?????? ??
男性
女性
合計
（2）職業
本学生 160名
文学部1年生 3名 文学部2年生 64名 文学部3年生 31名
文学部4年生 28名 文学部科目履修生1名 文学部無回答 4名
社会学部3年生 2名 社会学部4年生4名 経済学部4年生 2名
商学部3年生 3名 商学部4年生 1名 法学部4年生 2名
工学部4年生 2名 大学院生 9名 無回答 4名
他大学生 4名
高校生 0名
実習生 12名
その他 13名
教員 1名 講師 1名 職員 4名 卒業生 1名 無回答6名
1．
????????
1
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（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人81名 2．掲示板4名 3．授業の一環93名
4．その他学生より 4名 ちらし 1名 先生より 1名 息子より 1名
（4）実習展全体について
◇良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。
〔実習展全体について〕
。大変感激した。 2名
。興味深かった。 2名
．よくまとまっていた。 5名
・全体的に本格的だった。
・テーマの選択（視点）が良かった。 9名
・展示資料が豊富で驚いた。 5名
・展示が見やすいように工夫されていた。 8名
・写真パネルが多く、わかりやすくきれいな展示が多かった。 2名
・各班ごとに説明する人がいて、 さらに詳しい解説を受けることができて良かった。 3名
〔歴史A班害と文房具〕
。良い展示品がそろっていた。 4名
・展示品が多様性に富んでいる。
・見た目美しくまとまっている。
．これだけの数を書道部員でも見たことがなかった。
〔歴史B班生活と「竹｣〕
。良かった。興味深かった。 4名
．懐かしいものや身近にあるものがいろいろあって楽しかった。
・パネルカゴきれいだった。
・展示方法ｶ§凝っていた。 3名
・展示品の配置がすっきりと整理されていて、見やすくわかりやすかった。 2名
．「まつる」の展示で竹力罫用いられる理由を初めて知った。 2名
・七夕の笹の展示は、見学者も参加できて良かった。 7名
・図録が実際の博物館の図録に近く評価できる。 2名
・図録に執筆者名が明記され、文章に各自責任を持っていることが窺い知れる。
｜
〔歴史C班池田の酒・呉春〕
．良かった。興味深かった。 9名
・地酒を取り上げたことで親しみがわいた。
・図録が良くできている。
・当主の一言を図録に載せた点が良かった。
－25－
’
’お酒がおいしかった。 2名
〔美術A班お菓子のパッケージデザインとその時代〕
．良かった。興味深かった。 47名
・誰も力罫楽しめる展示だった。 2名
・展示物をよく集めた。
・本物を持ってきているのでわかりやすかった。 2名
・図録の表紙が良い。 3名
I
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〔美術B班季節の茶室〕
。良かった。
・茶道具のコレクションカ雰良かつた。 4名
・展示方法に工夫が見られる。
・図録の表紙、茶碗の写真図録の載せ方(図録における配置)、層
が良い。
〔文書班大阪の古地図〕
。おもしろかった。興味深かった。 19名
・親切に説明してもらえて良かった。 10名
・大阪という身近なところを取り上げていて、地域の変遷力苛よく
・当時の風俗ｶぎわかりやすかった。
図録に乗っている茶室の図
’
?????
わかった。
[II部歴史班野球史にみる道具の変遷と生活〕
．良かった。 10名
・展示物が良かった。 2名
・変遷史らしさのあるところが良かった。
・年表が良かった。 8名
・年表でプロとアマを分けた点が良かった。
’
(II部美術班縞〕
．良かった。 7名
・企画（視点）が良い。 5名
。少ないスペースで上手にまとめた展示だった。
・言いたいことがはっきりとわかった。
・図録の表紙が良い。 3名
・図録の構成は良い。
．日本とヨーロッパで縞に対する思い力欝違うことを初めて知った。
・服装における縞の役割というのが面白かった。
’
’
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◇その他、お気づきの点がございましたら記入して下さい。
〔実習展全体について〕
･展示室が少し熱かった。
･思ったより人が来ていた。
･各班の境界がわかりにくい。 3名
･順路がよくわからなかった。矢印がほしい。12名
･館内がうるさい。 2名
･展示室に活気があった。 2名
･当番の人力ざ多すぎるのではないか。
･知識や興味がない人でもおもしろく、わかりやすくしてほしい。
･昨年よりグレードアップしていて良い展示だったと思う。 3名
｡良い展示とそうでない展示との差が現れていた。 2名
。ある程度スペースに余裕を持って展示されている方が見やすいと思った。
･インパクトのあるものを前面に出して展示すると良いと思う。 2名
･ケースに対して展示物の少ない班もある。
･照明が少し暗いところがある。
･展示物をどこから借用してきたかを明記すべき。
･全体的にパネルのつくりが雑。 3名
・常用漢字以外には「かな」をふってほしかった。 2名
．もう少し説明書きが多くてもよい。
･全体的に解説の文字が多すぎる。 2名
･展示品の解説の文字が小さいものがある。 3名
･英語の台菱にこだわりを感じた。
・台菱の文字が小さい班もあって見にくかった。
･説明が足りないと思う班もあった。
・図録の冊数が少ない。図録がほしい。 8名
。もっと多くの人に見てもらえるようにPRをすべき。2名
･今回のような展示会の回数を増やしてほしい。
〔歴史A班書と文房具〕
。少し堅いイメージがあり、面白味に欠ける。
・大庭コレクション、松浦コレクションがあるのに、藤善コレクショ
。もう少し解説がほしかった。 2名
・図録の文字や写真の色が濃かったり薄かったりで統一性がない。
・図録力爵百科事典のようで、特色がなく面白味に欠ける。
ンがないのが残念。
〔歴史B班生活と「竹｣〕
・展示にもう少し工夫がほしい。
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･図録の写真の印刷力罫少し悪い。
･図録がほしかった。
〔歴史C班池田の酒・呉春〕
・展示品がもっとあってもよかったと思った。
・解説文が多すぎる。
・解説の文字が小さい。
｜
〔美術A班お菓子のパッケージデザインとその時代〕
・パッケージがなぜ変わったのか、変わった時代下
2名
・解説の文字が小さい。
・図録に展示目録をつけていないのが残念。
・ビスコの試食力ざあれは良かった。
変わった時代背景などの関連事項を書いた方がよい。
〔美術B班季節の茶室〕
・茶道具はパネルではなく、実物を探してほしかった。
・順路力ざわかりにくく、裏へ進むのはちょっとおかしい。
・解説ｶざ少ない。 2名
・お茶力ざ飲みたかった。
I
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〔文書班大阪の古地図〕
・図録の構成は良いが、文章表現がくだけすぎている。
’
??
[II部歴史班野球史にみる道具の変遷と生活〕
。もっと展示品が多い方がよい。
・イチローのポスターはよいが、その意図が分からない。
・イチローのポスターが不愉快だった。
・生活との関連を入れればより充実したと思う。
・解説の文字が小さい。 2名
・年表が、左から年代順になっていたので見にくかった。 2名
・年表がわかりにくかった。 2名
。詰めが甘い。
I
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[II部美術班縞〕
・日本に絞ってもっと詳しくやっても良かったのではないか。
・縞のものをただ集めたという感じがしないでもなかった。
・展示品のナンバーが1から始まらなかった点力ざ気になった。
。もう少し詳しくつっこんだ解釈の展示を見たかった。
I
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最も印象に残った出品物
〔歴史A班書と文房具〕
大庭コレクション10 松浦コレクション1
硯17 硯屏 筆架 陶器の筆 筆
印匡2 臂閣 化石の硯9 陶硯3
墨面型8 徽墨 文鎮・菊 墨床
山岡コレクション1
筆枕 筆洗3 拓本
木簡13 画帖 簡續3
文人の机3
便菱2
墨3
〔歴史B班生活の「竹｣〕
古典の中の竹 生活の中の竹 源氏物語絵巻7 茶第3 茶杓
団扇3 行李 傘2 コースター 竹箸 竹垣 数寄屋造り
篭3 箕 びく3 おもちゃ4 カスタネット4 竹とんぼ
孫の手2 尺八2 ちまき 七夕の笹14 バンブウパウダ－9
扇子4
竹釘4
糸電話2
〔歴史C班池田の酒・呉春〕
呉春酒瓶8 摂津国一覧絵図7
当主の一言5 試飲11
米5 享保宝暦年間番附28 摂陽群談2
〔美術A班お菓子のパッケージデザインとその時代〕
お菓子のパッケージ5 ビスコの変遷12 グリコの変遷27 戦前のキャラメル2
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歴史A班歴史B班歴史C班美術A班美術B班文書班 歴史班 美術班
展示方法
よい
■－－ーーー4■■一一一一ーー
ふつう
■‐ー‐一幸‐‐‐‐‐一‐
よくない
97
67
6
103
63
4
58
105
10
123
45
8
72
85
14
99
67
7
85
71
13
88
81
2
説 明
よい
■■■■■■■ー■■ーーー■■■■ーー
ふつ フ
b‐ー一一一一一一一－一一
よくない
53
103
11
77
85
4
76
85
10
80
78
10
45
97
22
77
84
11
68
89
11
72
88
7
図 録
よい
、⑪ー一一一一ーー一一一一
ふつう
■ 。■■－■■■■■■■■■■■■■■－－■■
よくない
51
98
7
68
90
2
62
96
4
94
65
3
48
103
8
83
73
3
71
82
3
68
86
5
出品数
多い
｡ー‐‐一一-一一一一一一
適当
■ー‐‐ーq■ーー‐一一一ー
少ない
34
129
6
37
126
6
9
96
69
54
112
6
22
199
30
21
138
12
24
120
25
10
113
48
出品物
よい
、 ■■一一一一一＝＝‐ー一一
ふつう
■一一■■■■■■■■ 1■■一一■■■■■■
よくない
121
47
3
79
89
1
54
105
13
122
46
0
74
90
5
101
67
1
87
74
7
76
88
5
全体に
対する
印象
よい
■ー■■ ■■＝一一一一＝■■ーー
ふつう
■ー■■■■■■ーー■■一一■■一一
よくない
90
77
3
96
73
2
64
100
10
137
33
2
62
98
10
103
71
3
83
81
7
89
79
3
｜
ビスコの男の子2大人向けグリコ2おまけ3 アーモンドチョコレートの変遷2
プリッツ7 ポッキー3 昭和25年のイチゴポッキー 森永チョコレート
アポロチョコ ミッキーとベテイ 年表 爆弾機チョコレート7 鉄人28号
〔美術B班季節の茶室〕
茶道具3 茶碗11 茶器2 俳画2 茶莞 釜 掛け軸2 茶室の再現3
紅葉の茶碗2 赤層焼平茶碗3 河南点目5 信楽茶碗2 湊茶碗
茶箪笥2 現代煎茶4 煎茶の菓子8 茶の種類の表 野菜の飾り 墨 硯
文具飾り
〔文書班大阪の古地図〕
地図10 浪華往古図 新板大坂之図6 大湊一覧5
大坂の古絵図4 浪華名所燭案内3 澱川両岸勝景図絵
大阪新町細見之図澪標7 新板大坂名所名物廻絵画
帝国大阪細見図4
花の下影2
[II部歴史班野球史にみる道具の変遷と生活〕
年表11 イチローのポスタ－16 グラブの変遷24 三林選手の思い出の品7
掛布のサインボール3 サイン入り扇子2 野茂のサイン 明治期の野球用語
ブレイザーのクラブ 日程表 規則のコピー 選手の昔の写真 長嶋の写真
原の写真
’
l
I
l
’
(II部美術班縞〕
西洋絵画にみる縞10 日本の縞 染縞の着物21 タイガースのユニフォーム14
ヴイーナス5 カタリナの殉教 アトリエのピカソ4 役者夏の富士
信貴山縁起3 フルートを吹く少年2 タンタン5 デュポンとデュボン2
長嶋のユニフォーム2
1996年度関西大学博物館実習実習展示会観覧者アンケート調査結果講評
今年度の実習展の観覧者アンケートは上記のような集計結果となり報告した。ここではその結
果を受けて、各班個別ではなく、実習展示会全体について得られたものを中心に述べてみたい。
最初に、このアンケートは任意で行ったものであるｶぎ、観覧者の八割程度の人が協力してくだ
さった。 しかも、多くの人が非常に丁寧に記入してくださり、なかには紙面にびっしりと書いて
くださった人もいて、大変うれしく思った。
観覧者の多くは、博物館学の履修生と実習生の友人であった。第1部歴史3班でポスターを製
作し、掲示した力ざその効果は少なかった。より幅広い人たちに見学してもらうためには、 さらな
るPR活動力罫必要であろう。
展示そのものについては、実習生の努力があってか、多くの人に良い印象を持っていただけた
ようだ。 しかしながら、過去の博物館実習生や他大学生などを中心として、厳しい意見・指摘も
’
’
’
’
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見られ、反省すべきことは多い。そのなかでも特に多かったのが、展示の順路がわかならないと
いうものである。これは各班独自に順路を設定したために起こった。来年度からは、各班が相談
して展示室全体の順路を設定してから、各班の展示を行うことを提言したい。次に多かったが、
図録の発行冊数についてである。これについては実習生からも要望があったことで、できるかぎ
り発行冊数を増やしてほしい。あるいは、図録の実費販売を検討してはどうだろうか。さらに私
たち力ざ反省すべきこととして、観覧者に落ち着いて見学してもらえる環境を提供できなかったこ
とである。これでは良い展示をしても台無しにしてしまうかもしれず、気をつけなくてはならな
いo
実際の博物館では、アンケート結果が得られたなら、次回からの展示など博物館運営に生かし
ていくことができるであろうが、私たち力罫行う実習展は今回だけである。 もちろんこの結果を実
習生各自が将来に生かしていくことは可能であるが、ぜひともこの結果を過去の実習展示会の結
果とともに、来年度以降の展示会に生かしてほしい。以上、来年度以降実習展示会をされる人へ
の助言を述べて、簡単であるが講評にしたい。
最後にこのアンケートを集計するにあたり助力してくれた本多崇泰君と山口寛仁君に感謝しま
す。
史・地94-143
矢田直樹
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1996年度関西大学博物館実習観覧者アンケート用紙
この度、私たち関西大学博物館実習生は、実習課程の一環として、実習展を催す運び
となりました｡今後の学習をより深めるため、アンケート調査を実施させていただいて
おります。何卒ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
’（1）性別 1．男 2．女
（2）職業 1．本学生（ ）学部（ ）年生 2．他大学生
3．高校生 4．実習生 5．その他（ ）
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 2．掲示板 3．授業の一環 4．その他（ ）
（4）実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。?? ??
その他、お気づきの点がございましたら記入してください。
（5）実習展での個別の展示について
今回の実習展は8つのグループに分かれて行っています。各展示について右記の事
項にお答え下さい。表の中の3つの選択肢のいずれかに○印をおつけ下さい。
（実習生は自分のグループにも○印をつけること）
’
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第 1 部受講生 第2部受講生
コース･班歴史・A歴史・B歴史・C美術・A美術・B 文書 歴史 美術
展 示 名
??
房
??
生活（く
らし） と
「竹」
酒 お果子の
パッケージの
デザインの
変 遷
茶道具
_渡辺コレ
ｸｼｮﾝを中
心に－
大阪の
古地図
野球史に
見る道具
の変遷と
生活
縞
展示方法
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
説 明
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
図 録
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
よ い
ふつう
よくない
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